
Ⅸ 爽やかな「都」をつくる

～奈良が持つ行政資源を総動員し、効率的・効果的な行財政
マネジメントを行い、行き届いた行政サービスを届ける～
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まちづくりを進めている市町村と段階的に連携協定を締結し、協働してまちづくりを推進
２７市町村（５５地区）と包括協定を締結 （令和４年１月現在）

＜令和４年度の取組＞

[駅]、[駅前] ・医大新キャンパスアクセス道路整備（橿原市医大周辺地区）
・近鉄結崎駅の西口公園整備（川西町近鉄結崎駅周辺地区）

[庁舎等公共施設]  ・地域交流センター・地域交流広場整備（桜井市中和幹線粟殿近隣周辺地区）
・新庁舎前の賑わい空間整備（五條市五條中心市街地地区）

[空き家] ・地域交流拠点・チャレンジサテライトオフィス整備（東吉野村小川地区） ほか

[駅]、[駅前] ・ 宇陀市榛原健康増進拠点基本構想策定（宇陀市近鉄榛原駅周辺地区）
[庁舎等公共施設] ・ 庁舎跡地整備検討事業（五條市五條中心市街地地区）

・ 匠の聚交流連携促進（川上村西部産業・観光拠点周辺地区）
[公園] ・ 民間活力による公園魅力施設整備（広陵町竹取公園周辺地区）
[空き家] ・ 空き家と移住者、起業者とのマッチングイベント（高取町土佐街道及び高取城跡周辺地区） ほか

・奈良市、橿原市、大和高田市、御所市、広陵町、斑鳩町、 黒滝村、その他新規に包括協定を締結した市町村

Ｒ４予算案 141,000千円

Ⅸ 爽やかな「都」をつくる ２７ 奈良モデルの実行

（９３） 市町村と連携したまちづくりの推進

＜問い合わせ先＞
地域デザイン推進局 まちづくり連携推進課 古八課長補佐（内線４３１１）

地域交流広場整備イメージ（桜井市中和幹線粟殿近隣周辺地区） 竹取公園魅力施設整備イメージ（広陵町竹取公園周辺地区）

１．個別協定段階の市町村のハード事業への支援

２．個別協定段階の市町村のソフト事業への支援

３．包括協定・基本協定段階の市町村の構想・計画の策定への支援
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Ⅸ 爽やかな「都」をつくる ２７ 奈良モデルの実行

（９４） 近鉄郡山駅周辺のまちづくり

Ｒ４予算案 15,287千円

①近鉄郡山駅周辺地区まちづくり基本計画に基づき、大和郡山市が行う新駅整備計画の検討等
に対する支援 （7,287千円）

②矢田町通りの歩行者優先化に向けた具体的な検討 （8,000千円）

＜近鉄郡山駅周辺地区まちづくり基本計画図＞

<問い合わせ先>
県土マネジメント部 まちづくりプロジェクト推進課 植田主幹（内線4324） 112



Ｒ４予算案 7,013,048千円

Ⅸ 爽やかな「都」をつくる ２７ 奈良モデルの実行

（９５） 県立医科大学周辺のまちづくり

県立医科大学の教育・研究部門の移転、県立医科大学附属病院の機能充実及び
周辺まちづくりの推進

①教育・研究部門の移転及び県立医科大学附属病院の機能充実
（6,975,405千円）

造成工事、建築工事（先行整備分）
新キャンパス継続整備及び新外来棟の機能検討 ほか

②県立医科大学附属病院周辺まちづくり（37,643千円）
施設配置計画の検討、事業手法の検討 ほか

【整備手順】
・県立医科大学の移転及び附属病院の
機能充実の進捗に合わせ、順次まち
づくり整備を推進

❶グラウンドを新キャンパスに移転

❷体育施設を新キャンパスに移転

❸患者用駐車場を現キャンパスの
教育施設跡地に移転

＜問い合わせ先＞
①医療政策局 病院マネジメント課 吉川課長補佐（内線３１６２）
②地域デザイン推進局 まちづくり連携推進課 古八課長補佐（内線４３１１）

・橿原市の新駅設置に関する方針表明

を受け、まちづくりの取組を推進

〈スケジュール（予定）〉
・令和６年度 医大新キャンパス

先行整備工事完了

・令和７年度 医大周辺まちづくり
整備に着手

新キャンパスの整備イメージ

（１）進め方

（２）Ｒ４年度の取組
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Ｒ４予算案 50,000千円

Ⅸ 爽やかな「都」をつくる ２７ 奈良モデルの実行

(９６) 王寺駅周辺のまちづくり

＜問い合わせ先＞
①地域デザイン推進局 まちづくり連携推進課 古八課長補佐（内線４３１１）
② 医療政策局 病院マネジメント課 奥課長補佐（内線３１２２）

① 王寺駅の公共交通機関の結節性

の高さを活かし、西和地域の中核と

なる拠点機能の強化

② 西和医療センターの移転・再整備の

検討

○ 新西和医療センター整備基本計画の策定

（35,000千円）

○ 奈良県立病院機構と連携し、地域の関係者

等との調整や再整備に向けた検討の実施

○ 西和医療センターが移転する場合の条件
整理等

王寺駅周辺地区まちづくり基本構想図（抜粋）

○ 王寺駅南口の現ＪＲメンテナンスエリアに

ある鉄道施設の移設に関する具体的な

検討等 （15,000千円）

○ まちづくり基本計画策定に向けた検討
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Ⅸ 爽やかな「都」をつくる ２７ 奈良モデルの実行

（９７） 奈良県総合医療センター跡地のまちづくり

Ｒ４予算案 4,800千円

○県有地利活用手法検討 【県】 （ 4,800千円）
○建物除却工事（Ｒ２～Ｒ４） 【病院機構】 （1,233,200千円）

○平成29年度～令和２年度 建物除却設計、土壌汚染調査、土壌汚染対策工事
建物除却工事、家屋補償事前調査

○令和３年度 建物除却工事
○令和４年度 県有地利活用手法検討、建物除却工事
○令和５年度～ 新施設設計、不動産鑑定、嘱託登記、家屋補償事後調査・補償 等

導入機能（例）

１．医療・介護・福祉サービスによる
包括的なケア

２．住まい

３．交流

４．子育て支援

５．飲食・物販

６．健康増進

７．公園・広場機能

８．障がい者・高齢者の就労・社会参加
旧奈良県総合医療センター

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

①除却

②整備

〈問い合わせ先〉
医療政策局 病院マネジメント課 奥課長補佐（内線３１２２）

移転した奈良県総合医療センターの跡地（県有地）を活用し、地域包括ケアの行き届いた医療・

介護・福祉のまちづくりを、官民協働で目指す

県と市が連携し、高齢者だけでなく障害者や子育て世帯など、多様な人々が生活し、要介護状態

や認知症になっても、共に助け合いながら最後まで生きがいを持って住み続けられるまちづくり

※県と奈良市によるまちづくり包括協定締結済み（平成27年１月）

(1) Ｒ４の取組

(2) スケジュール
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Ⅸ 爽やかな「都」をつくる ２７ 奈良モデルの実行

(９８) 県域水道ファシリティ・マネジメント

Ｒ４予算案 48,237千円

Ｒ４予算案 984,119千円 [債務負担行為 1,004,946千円］

① 一体化後の施設整備計画や財政運営、組織体制等をとりまとめた基本計画の策定 （47,762千円）
② 企業団で統一する水道料金システムの機能要件等検討支援 （16,780千円）

③ 県域水道最適化を目指した施設整備 （919,577千円［債務負担行為 1,004,946千円］）
・ 市町村水道の水源の県営水道への転換及び市町村水道との連携に伴う送水施設整備

○ 令和６年度中の企業団設立、令和７年度からの事業統合を目指し、令和４年度中に、基本計画の策定と基本
協定の締結に向けた具体的な検討・協議を推進

１．上水道エリア

２．簡易水道エリア

④ 簡易水道広域連携推進研究会の開催、固定資産台帳等の共同整備（48,237千円）

○ 令和６年度の公営企業会計の適用を目指し、広域的な共同管理体制に関する取組を推進

一部事務
組合（企業
団）設立準
備

（
企
業
団
事
業
の
開
始
）

事
業
統
合

一体化の
効果検証

一
部
事
務
組
合
（
企
業
団
）
設
立

基
本
協
定
締
結

覚
書
締
結

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ７R２

基
本
計
画
（
（
案
）

基
本
協
定
（
（
案
）

作
成

Ｒ５～６

水道料金
システム構築

・施設整備内容、投資規模の検討
・財政運営ルールの検討
・料金水準の試算
・資産引継ぎルールの検討 など

・業務・システム実態調査
・統合までに統一するシステム、
スケジュールの検討
・業務標準化の方向性
・組織体制の検討
・職員身分の検討 など

・施設整備計画（案）の作成
・水道料金体系など財政運営方針（案）の作成
・引継ぎ資産等取扱（案）の作成 など

・業務標準化、委託化の方針（案）の作成
・各種システムの統一の方針（案）の作成
・組織・人員体制（案）の作成
・勤務・給与条件（案）の作成 など

施設整備

財政運営

業務の標準化
システムの共同化

組織・職員

＜問い合わせ先＞
①②③水道局 県域水道一体化準備室 龍見室長補佐（0742-20-4625）
④水循環・森林･景観環境部 水資源政策課 中川課長補佐（内線2543） 116



Ｒ４予算案 22,800千円

市町村が連携して実施するごみ処理施設の整備に対して支援し、ごみ処理の広域化を推進

Ⅸ 爽やかな「都」をつくる ２７ 奈良モデルの実行

（９９） ごみ処理広域化奈良モデル

区分 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

衛
生
事
務
組
合

や
ま
と
広
域
環
境 計

広
域
環
境
衛
生
組
合

山
辺
・
県
北
西
部

計

環
境
衛
生
組
合

さ
く
ら
広
域

計

合計
（うち一般財源）

71,566
千円
（0千円）

19,189
千円
（0千円）

566,058
千円

(566,058千円)

17,872
千円
（0千円）

11,741
千円

（11,741千円）

18,700
千円
（0千円）

22,800
千円
（0千円）

一組設立 生活環境影響調査 ②解体（御所市） ④焼却施設建設

H29.６月稼働
・焼却能力：120t/日

●●
③実施設計・施工監理等

竣工

基本計画等

①可燃・マテリアル中継施設 竣工
（田原本町）

⑤可燃ごみ中継施設
○○ （五條市）

施設整備
①

63,416千円

施設整備
②③④

522,514千円

施設整備
⑤

3,673千円

推進合意
一組
設立

①専門調査

②環境影響評価

③基本計画基本設計等

⑤実施設計、施工監理等

● ④発注支援業務等

（大和高田市）

（三郷町）

（天理市）

⑧計画支援

⑫測量・基本設計等

⑥焼却
施設等

（まほろば）

⑨可燃ごみ
中継施設

⑩計画支援 ⑪可燃ごみ中継施設

⑬解体

⑧’土壌汚染調査

④’発掘調査

（上牧町）

⑯可燃ごみ中継施設建設

検討段階※
①

10,456千円

計画段階
②③

7,485千円

計画段階
②③

5,521千円

計画段階
②④

34,168千円

計画段階
②④

14,275千円

計画段階
④

6,980千円

計画段階
④⑧⑩⑫
17,800千円

計画段階
④’⑧’⑫
22,800千円

②生活環境影響調査

●

協議会設立 ①専門調査 推進合意

●

一組
設立

③基本計画・基本設計等

④発注支援

⑤造成工事

⑥焼却施設等建設工事

検討段階※
①

8,055千円

計画段階
②③
665千円

計画段階
②③

13,668千円

計画段階
②③

9,376千円

計画段階
④⑤

3,597千円

計画段階
⑥

1,088千円

計画段階
⑥

900千円
大淀町、下市町、黒滝村、天川村、
川上村、東吉野村

大和高田市、天理市、山添村、
三郷町、安堵町、川西町、
三宅町、上牧町、広陵町、河合町

御所市、田原本町、五條市

竣工

＜問い合わせ先＞
水循環・森林・景観環境部 環境政策課 向井課長補佐 （内線３３７２） 117



Ⅸ 爽やかな「都」をつくる ２７ 奈良モデルの実行

(１００) 市町村財政健全化・財政支援の検討

Ｒ４予算案 2,660,128千円

〇 「重症警報」発令団体に対する財政支援

「重症警報」発令市町村と県との合同勉強会において、財政再建策を検討し、市町村が行う抜本的な財政再建等に対し、

県から財政支援を実施

【支援団体】

「重症警報」発令団体…奈良市、五條市

【支援要件】

・「財政健全化計画（経常収支比率 ５年間で▲５.０ポイント以上の改善）」を策定、

市町村議会の承認等を得て公表

・抜本的な財政再建と県の財政支援について、市町村と県との間で協定を締結

・毎年度、市町村議会へ進捗を報告し、公表

【支援メニュー】

（１）公債費平準化のための既発債繰上償還のための無利子貸付

（２）（１）の公的資金繰上償還に必要な補償金に対する補助

（３）Ｒ４年度事業への市町村振興資金の無利子貸付

（４）過年度の市町村振興資金貸付金の返済期間の繰延

・県と市町村が協働・連携し、税収確保に向けた取組を推進

・徴収率の向上が進まない市町村に対する、それぞれの実情に応じた伴走型支援の実施

財政支援フロー図

奈良県・市町村長サミット

○ 奈良モデル推進補助金（市町村の検討段階を県が支援）

・市町村同士の広域連携による行財政運営効率化の取組に対する財政支援

○ 広域連携のマッチング
・奈良モデルの新たな取組を推進するため、広域連携の可能性検討やマッチングを実施

① 市町村財政健全化への支援 （2,654,000千円）

② 奈良モデルの推進 （5,243千円）

③ 市町村税の徴収強化 （885千円）

〇市町村が実施する公共施設等の整備に対する財政支援

市町村が総合的かつ計画的に実施する公共施設等の整備に必要な資金を低利で貸し付け、市町村財政の健全な運営を支援

＜問い合わせ先＞
知事公室
①③市町村振興課 乾課長補佐（内線２２５４）、②染川課長補佐（内線２２９４） 118



Ⅸ 爽やかな「都」をつくる ２８ 行政マネジメント

（１０１） 県庁版働き方改革の実行

○性別や年齢を問わず、様々なライフイベントの中で柔軟に働ける職場づくり （336,120千円）

①介護や育児等をしながら仕事ができる環境の整備
・職員が使用する端末をモバイル化し、在宅勤務やテレワークに対応
・子育て世代の職員向け研修等の実施

②健康管理・メンタルヘルス対応の強化
・職員の心身の健康管理・健康増進をサポートする健康管理システムの運用
・産業医の面接指導、カウンセラー等の相談

○縦割りになっている行政サービスの住民目線での再設計と自動処理化 （20,462千円）

③行政サービスの住民目線での再設計
・現行業務の「プロセス」、「業務量」、「ユーザーである住民の最終的な目的・ニーズ」の再確認
・新 デジタル技術も活用した、住民目線での行政サービスの組み直しのための研修を導入
・ＢＰＲ（業務量・プロセスの分析を基に抜本的に業務を改善）の手法を学ぶ研修を実施

④ICTを活用した業務効率化の推進
・ＡＩを活用した問合わせ対応業務の効率化
・RPA、AI-OCR、音声認識ツールを活用し、業務を効率化
・新 Web会議開催のための環境整備

○より多様な採用ルートの導入と社会・経済構造の変化に対応した視点を持つ職員の育成 (48,574千円）

⑤多様な採用手法による人材確保の取組の推進

・新 SPIの導入など採用試験の多様化
・新 Web面接ツールの導入による採用業務のデジタル化とデジタル専門人材の採用

⑥社会・経済構造の変化に対応した人材育成
・行政サービスの組み直し（BPR）とデジタル化を進める「コア人材」育成制度の導入 等

多様で柔軟な働き方の推進

ユーザーである住民目線での行政サービスの組み直し（BPR）と生産性向上

採用・育成のあり方の見直し

＜問い合わせ先＞
総務部 ①③④行政・人材マネジメント課 乾井課長補佐（内線２６６０）、①③⑤⑥宮阪課長補佐（内線２１６１）

②総務厚生センター 松本課長補佐（内線２７０２）、④デジタル戦略課 柳澤課長補佐（内線２６６６）
人事委員会事務局 ⑤三浦課長（０７４２－２０－４４３０）

Ｒ４予算案 405,156千円
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Ⅸ 爽やかな「都」をつくる ２８ 行政マネジメント

（１０２） 県有資産のファシリティマネジメント（維持・管理・活用）

Ｒ４予算案 9,130千円

ファシリティマネジメントの推進 （9,130千円）

【庁舎集約事例】 五條総合庁舎
大和高田市新庁舎 桜井市保健福祉

センター「陽だまり」

県と市町村の
未利用資産
位置図

県と市町村の意見交換会

①公共施設の持続的運営のため、総量最適化を検討

②市町村のまちづくり検討エリアにある低・未利用の県有資産の活用を促進

③市町村が保有する未利用資産の売却・活用に向けて奈良モデルによる取組を実施

④県内市町村が共同して公共施設を管理・運営する取組を支援

⑤県域に存在する資産（国・県・市町村）について、多様な活用・処分を含めた最適利用を検討

⑥利用見込みのない県有資産の売却とともに、貸付も実施し、自主財源の確保及び県有資産の

有効活用を促進

＜問い合わせ先＞
総務部 ファシリティマネジメント室
①～⑤太田室長補佐（内線２１９７）、⑥油谷室長補佐（内線２３０３）

②事例①事例

③～⑥取組一例
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Ⅸ 爽やかな「都」をつくる ２８ 行政マネジメント

(１０３) 地域デジタル化の推進

１．デジタル化による「できる化」（８つの主要テーマ）

２．Ｒ４年度の主な取組

①行政手続・業務の組み直しによる行政サービスの刷新（388,658千円）
② デジタルを活用した「住むと元気になれるまち」の創出（57,277千円）
③高齢者や子育て家庭が抱える課題の解決（92,645千円）
④南部・東部地域の健康増進・生活支援（71,750千円）

(1) スマートフォンを利用し、圧倒的に安心・便利・スピー
ディーな住民サービスを提供 （20,000千円）

求職者に対し、県内企業が求める多様な能力ニーズにきめ細
かく対応した人材育成を実施

各種申請・手続きは全部スマホで

給付金や補助金は素早く

手数料等の支払いは簡単に

県・市町村の情報がダイレクトに、より広く
位置情報と連動した

災害情報

医療・雇用・生活
施策等での活用

銀行等の民間のアプリサービスと提携

(3) 自動運転を活用し、地域の高齢者等の移動を円滑化
（15,000千円）

保育の確保・仕事探し・住居の確保など、ひとり親家庭等の
悩みごと・困りごとを解決するため、必要なサービスを提供す
る仕組みを検討

(5) 病院の診療情報を医療機関相互や介護施設で共有
し、住民一人ひとりにカスタマイズされた最適なサー
ビスを提供 （73,000千円）

診療業務の効率化・質的向上・経営の安定化などを行うため、
病院情報システムの共同化・クラウド化を検討 等

一人ひとりの状況に応じた、健康推進・生活支援等に関する情
報をいつでも利用できる総合的なアプリに関する調査検討

(4) ひとり親家庭等にカスタマイズされた課題解決の
道しるべをスマートフォンのアプリで提供

（5,100千円）

(2) 確実に雇用に結びつく新しいリカレント教育を
スタート （39,800千円）

デジタル技術を活用した交通サービスの実証実験等に向けた
検討

Ｒ４予算案 883,378千円 ［債務負担行為 134,234千円］

⑤デジタルを活用した事業者の経営改善（23,234千円）
⑥食と農の収益力向上と賑わいづくり（8,000千円）
⑦雇用と生産性向上等につながる日本随一のリカレント教育の展開（39,800千円）
⑧県土マネジメント等のデジタル・トランスフォーメーション（202,014千円）

＜問い合わせ先＞
総務部 デジタル戦略課 華学課長補佐（内線２６６３）

ひとり親家庭

スマートフォンのアプリに

悩み事・困りごとを入力

迷うことなく目的を達成

会社

保育所

貸付金

解 決

・
・
・

保育所に

預けたい

就職した

い

本人にカスタマ

イズされた情報

を提供

求人

保育

住宅

貸付金

リカレント教育ＩＴ企業等

県 企 業求職者

①欲しい人材・能力
を提示して求人

②リカレント
教育

提携

⑤教育後、求人企業へ
就職

③実習先
マッチング

④企業実習

③実習先
マッチング
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○ 交付税措置のない県債残高 Ｒ４年度末見込 ３，５９４億円
○ 県税収入額 Ｒ４年度予算案 １，２６０億円
○ 交付税措置のない県債残高の県税収入額に対する比率 Ｒ４年度末見込 ２．９倍
（財政の健全性を維持）

○ 未利用・低利用の県有財産の売払収入を、今後の地域の魅力を
向上させる未来への必要な投資の財源と して活用するため、
地域・経済活性化基金に積立て

○ 財源として有利な国の補正予算を積極的に活用し、本県においても補正予算を編成
○ 有料広告等の導入、ふるさと奈良県応援寄付金の受入拡大等による税外収入の確保
○ 使用料や手数料の見直し

高齢者講習手数料等の見直し、運転技能検査手数料等の新設 など

○ 企業立地や研究開発などの民間投資を促して、奈良県経済の好循環を実現する取組を推進
○ 大和平野中央プロジェクトや中央卸売市場の再整備など主要なプロジェクトを
はじめとした、地域の魅力を向上させる未来への必要な投資を推進

Ⅸ 爽やかな「都」をつくる ２９ 財政マネジメント

(１０４) 県財政中長期運用方針と県債の管理

Ｒ４予算案 － 千円

１．税源涵養につながる取組

２．国庫支出金など国予算等の確保と活用

３．事業基金の拡充

４．交付税措置のない県債残高と県税収入額

＜問い合わせ先＞
総務部 財政課 森本課長補佐（内線２２１２）、小暮課長補佐（内線２２１４）
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Ⅸ 爽やかな「都」をつくる ２９ 財政マネジメント

(１０５) 税徴収率向上と適正課税推進

⑤ Ｒ５年1月からの車検証ＩＣカード化に対応するための自動車税事務所の機器整備

Ｒ４予算案 34,182千円

④ コールセンターを設置し、自動車税種別割について効率的・効果的な催告を実施

③ 遠隔地に居住する税滞納者に対し、業者委託により実地調査を実施

① 県税事務所等に滞納徴収員を配置し、滞納処分や職員指導を実施
② 徴収率が低迷する市町村に対する研修・個別指導等

⑥ タイヤロック・ミラーズロックの継続的な実施 ⑦ 口座振替の推進
⑧ スマホ決済アプリによる収納の導入

タイヤロック ミラーズロック

１．県民税の徴収対策の強化 （1,035千円）

２．遠隔地居住者の税滞納案件の整理 （294千円）

３．自動車税の徴収強化 （2,348千円）

４． 新車検証ＩＣカード化への対応 （86千円）

５．その他徴収対策等の実施 （30,419千円）

＜問い合わせ先＞
総務部 税務課 ①③④⑦⑧中屋敷主幹（内線２２３２）、⑤⑥川本課長補佐（内線２２３３）
知事公室 市町村振興課 ②乾課長補佐（内線２２５４） 123


